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注 意 事 項 

１ 解答は，すべて解答用紙に横書きで記入してください。 

２ 解答用紙は２枚あるので，どちらかを下書きとして使用してください。 

３ 解答用紙の提出用・下書き用はいずれも回収します。 

４ 受験票とこの問題用紙は持ち帰ってください。 
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 課 題  

 次の文章を要約し，食の未来に関するあなたの考えを 800 字以内で述べなさい。 

 

 生業
なりわい

注の近代化は自然の摂理からの乖離
か い り

の過程でもあった。21 世紀に入って急速に広まった

「野菜工場」は，野菜など農作物のいくつかを人工環境下で栽培するシステムで，安定的な生

産，無農薬栽培，高い栄養価などを売りにしている。これらの売りの背景には，温度や湿度は

いうに及ばず生育に必要な光の強さや波長を制御するといった現代の技術の粋が込められてい

る。そしてそれらの技術によって，野菜は，太陽光を受けて大地で育つという，農耕が始まっ

て１万年来変わることがなかった原則にはずれたところで育てられるようになりつつあるのだ。

牧畜の世界でも，生殖のコントロールが進み，今では優れた性質を持つオス個体の精子を凍結

保存しておき，必要なとき必要なところで使う技術が確立している。またニワトリの生産の現

場では，遺伝的な改良に加えて餌や光のコントロールによって，計画的安定的な卵の生産がで

きるようになっている。トリの卵などもともと副次的な産物にすぎなかったものが，今では養

鶏の重要な要素にまでなっている。卵は，動物にとっては次世代への遺伝子の伝達装置であ

り，その生産量の制御は一種の生殖の制御になっているのである。 

いっぽう，こうした技術革新，農業生産の増加が，電気に支えられていることはいまや誰も

が知る事実である。そしてその電気が，化石燃料に支えられていることを考えれば，現代にお

ける高い農業生産は今のままのスタイルで持続することは決してないことは明らかである。化

石燃料が有限で，かつ資源量は決して多くないからである。地球システムが何千万年，何億年

というスパンで作り上げたそれを，われわれ現代人は数百年というスパンで使いきろうとして

いる。これもまた，循環の速さによるものといえるだろう。 

ところで，わたしたち人類が発明したインフラのひとつに「都市」が挙げられる。自らの食

を他者に依存する人びとの集合である都市には，いまや世界人口の半数を超える人びとが住ん

でいるといわれる。都市は人口密度の高い空間である。人口密度の高まりは一家族当たりの占

有面積を小さくし，必然的に調理場たる台所も縮小し，調理の種類を限らせた。頻発する都市

火災が，一般庶民の火力の使用を制限したという指摘もある。いわれてみれば，いま世界の大

都市に住まう人びとの食は，外食と，電子レンジや冷蔵庫の普及などに支えられた冷凍食品を

含む中食によって支えられているといって過言ではない。 

  （佐藤洋一郎，『食の人類史』2016 年，中央公論新社，pp.269～270） 

 

注：この文章では「狩猟・採集，農耕，放牧」を意味する。 

【省 略】 


